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修士論文要旨
序論
　本研究の端緒となったのは、一人の元ハンセン病患者の
「何だかね、悪いことしてるような気がするんだよ。訴訟
（ハンセン病問題国家賠償請求）にも勝って、権利回復した
ことは頭では分かってるんだけど、どうしても後ろめたい
気持ちになっちゃうんだよね。」という一言である。
　本研究は、現代を生きるハンセン病者に苦悩をもたらし
ている社会的構造を、ケガレと救済をキーワードに明らか
にすることを目的とする。
第１章　医学・疫学的事実
　ハンセン病はらい菌によって引き起こされる慢性細菌感
染症である。日本国内におけるハンセン病の新規患者数は
非常に少なく、現在ハンセン病に関わる医療的ケアを必要
としているのは、主にハンセン病元患者である。後遺症に
対する治療やリハビリテーション、心理的ケア、社会的ケ
アが行われているものの、隔離・差別を受けた人々が抱え
ている苦悩をケアすることは難しい。
第２章　ケガレの誕生と変遷
　メアリ・ダグラス（1966）は、穢れ（dirt）とは無秩序
であり、隔離、潔浄、境界の設定、侵犯の懲罰等々に関す
る観念は本来無秩序な経験を体系化することを主な機能と
していると述べている。一方で日本におけるケガレ研究で
は、「ハレ・ケ・ケガレ」の三項で多くの研究者が議論を重
ねてきた。波平恵美子の儀礼分析における三項対立論、桜
井徳太郎が農耕文化における儀礼から導いた三項循環論を
はじめとして、様々なケガレ論が提唱されている。
　ケガレ研究のもうひとつの潮流は賤民研究の分野である。
古代から中世にかけての賤民の形成と変化は、天皇家や神
道のイデオロギーによって生じていることがわかる。賤民
の形成は死のケガレという最も原初的なケガレの取り扱い
に起因しており、死のケガレが制度化したことから、それ
を扱う賤民たちも社会システムとして構成されていったの
である。
第３章　日本におけるハンセン病者の救済活動
　癩病（ハンセン病と類似する皮膚疾患を含めた呼称）は、
仏教の広がりと共に「業病」という観念が浸透し、同時に
神道では「罪」として説明するようになった。８世紀半頃
には光明皇后による救癩事業が始められ「癩者－救済者」
という関係性が構築される。中世の癩者は非人の一部とし
て「ケガレ」を取り扱う社会システムのなかに組み込まれ
ていった。叡尊・忍性らは救癩活動を熱心に行ったが、こ
れは社会の中で癩者の存在を顕在化させるという結果をも
たらした。近世では、中世非人の解体、身分制度の確立に
よって、癩が制度上のひとつの身分として固定化されて
いった。医学は、癩病の病因論として血脈説・食毒説・風
土説を提唱したが、そのどれもが癩者差別につながるもの
であった。
　明治維新以降、優生思想や衛生観念の流入により、かつ
ての穢多・非人身分の人々は新たな差別のイデオロギーの
なかに飲み込まれることとなった。癩病は「癩予防ニ関ス
ル件」を皮切りに隔離政策が推し進められていく。しかし
戦後、ハンセン病者たちは自らの権利を訴えて立ち上がっ
た。国家賠償請求訴訟に勝利し、権利回復が成されたとき、
ハンセン病者が直面したのは「普通」になることが出来な
い現実であった。
終章
　ハンセン病者に対する救済行為は、「救う－救われる」と
いう関係性にハンセン病者を押し留め、逆説的に新たな苦
悩を生み出していると言える。ハンセン病者と「そうでは
ない者」の関わりに可能性が見出だせるのは、ハンセン病
という「舞台」から両者が降りる時であると筆者は考える。
それは「構造化された弱者」の役割と「構造化された救済
者」の役割を捨て去るときである。
　ハンセン病者個人と「そうではない者」個人とが同質性
を発見し、両者の関係を媒介するものが「ハンセン病」で
なくなったとき、両者の関係性は「救済」ではなくなる。そ
れは、私たちすべてが等しく日常世界の住人でもあるから
である。
救済が生み出す苦悩
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